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研究動機・目的

・実際に女性限定サービスは消費を促す効果があるのか？

・性別による不公平ではないのか？

レディースデーの実際の目的や効果、現状から調査していく！
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レディースデーとは？

特定の日や曜日に女性を対象に割引や特典を提
供する販促策のこと。

実際には・・・

映画館

小売店舗の婦人デー

・スポーツ施設の女性割引

・飲食店の女性向け特典

・美容やエステ業界のプロ
モーション

など
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画像：https://www.istockphoto.com/jp/%E5%86%99%E7%9C%9F/girl-
in-movie-theater?page=2



レディースデー導入
の狙い
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男性に比べて女性は集団行動をとりやすく口
コミを好む傾向がある

女性：共感志向型・関係志向型

→人とのつながり、共感、共有を重視

男性：自己志向型・目的志向型

→自分の目的達成、効率、成果を重視

例えば・・・映画を見る目的の違い

女性は誰かと楽しみたい、話題を共有したい

男性は自分の趣味や知的関心を満たしたい
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ラーメン店や競馬場などの女性が
入りづらい店や施設などに入りやすくなる

例えば…

麺屋こころ清須店では毎週木曜日をレディースデイとして、

トッピングの無料サービスを行っている

JRA日本中央競馬会では女性ファンを増やすためのプロジェクト
「UMAJO」が2013年から実施されている

実際の競馬場での女性来場比率

2011年：13.5％→2024年：21.6％
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専業主夫より専業主婦が多い

企業側は客数の少ない平日の営業を

どうにかしたい

→平日に時間的余裕のある女性に

来てほしい

出典：統計情報リサーチ

客単価を下げても客数増加による利益の増加が見込める
共通して言えること・・・
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なぜメンズデーじゃないの？

価格弾力性が関係している
※価格弾力性＝需要の変化率÷価格の変化率×－1

価格弾力性が
高い：値下げした際に売上が増える
低い：値下げしても売上が増えない
→価格弾力性が高い人に対して割引をしたい

女性の方が価格弾力性が高いのでメンズデーよりレディースデイが
実施されやすい
さらに、平日に設けても男性は働いている人が多いため
大した効果が見込めない

出典：日本経済新聞
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なぜ映画館に注目
したのか
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映画館ではレディースデイの導入が全国的に定着しているため

分析しやすい

実施経験がある会社：ユナイテッドシネマ、TOHOシネマズ、イ
オンシネマなど

男女で同じサービスに価格差がある点が特徴的

映画館のレディースデイを研究することにした
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レディースデーの始まり

1980年代：女性割引の登場
当時の女性割引導入の中心は、
成人映画上映館

1990年代：女性割引の急速な拡大
一般映画館へ拡大していった

⇒シネマコンプレックスの登場

1980年代から90年代にかけての映画館の女性割引変遷

引用：西尾・田中（2011年）「雑誌『ぴあ』を通じた映画館女性割引の調査研究
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映画館に導入された
背景を考察
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「女性客なしでは経営がなりたたない」と考えられる

女性客の多さ

女性は価格に敏感
上映コストを減ら
すための工夫
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上映コストを減らすための工夫

映画館では決められたタイムテーブル通りに上映される
このとき、客数に関わらず電気代、空調代、人件費などのコストはかかる
→入場料を下げても客数を増やしてコストを回収したい

得をした分ジュースやポップコーンを購入してもらえれば割引分を
カバーできる
→その結果、映画館側は得をすることになる

入場料 1800円→1100円

例えば・・・

700円安くす
る！
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【出典】伊藤嘉浩「日本の映画料金に関する調査方法分析」より筆者作
成

男性：43％

女性：57％

10代  10％
20代 23％（男性と同じ位）
30代  4％
40代・50代 10％弱

・女性客が多い
・女性は男性と比べて一定数の顧客
・男性のほとんどが20代で女性とほぼ同数である
ことから男性の多くは女性客に連れられて映画を
観に来ているのか？

→集客効果が高い？

アンケート調査による映画を観に行く人の割合
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【出典】伊藤嘉浩「日本の映画料金に関する調査方法分析」より筆
者作成

最低品質保証価格＝（安すぎるの値の平均値＋高いの値の平均値）÷２

理想価格＝（安すぎるの値の平均値＋高すぎるの値の平均値）÷２

妥協価格＝（安いの値の平均値＋高いの値の平均値）÷２

最高価格＝（安いの値の平均値＋高すぎるの値の平均値）÷２

・男性全体及び女性10代・20代の理想
価格と妥協価格はほぼ一致

・それ以外の女性は理想価格＜妥協価格

→さらなる値下げが必要

・最高価格と理想価格の男性は高いが、
女性は低い

・女性10代・40代は最高価格が他を
大きく上回っている

→女性は高い料金に厳しい

女性は安い価格を望み、料金に非常に敏感
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女性は映画料金に敏感

料金を安くすることで同伴者を
連れてきてもらう

売店での消費も増える

集客が増える
＋

経済的な効果も大きい

レディースデーを導入することは・・・
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画像：https://www.istockphoto.com/jp/%E5%86%99%E7%9C%9F/girl-in-movie-
theater?page=2



レディースデーを実施した
場合の収入と動員数
シュミレーション紹介
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シュミレーションの条件

・2回にわたるアンケート調査をもとにシュミレーション

1回目

→インターネットサービスを通じて首都圏の10~50代の男女に

回答数4630件 映画鑑賞行動把握のため

2回目

→シネマコンプレックスのウェブサイト上で会員に

回答数729件 パラメーター決定のため
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シュミレーションの条件（消費者）

・宣伝や口コミなど他の消費者の影響を受ける

・自分の好みなどの内的要因と他者の評価などの外的要因により、
鑑賞作品を決定する

・表のアンケートの回答者を消費者としてモデル化

消費者のパラメーターの同定に用いた
アンケートの設問内容

引用：Journal of the Japan Society for 
Management Information
Vol. 19 No. 2, September 2010, pp.109
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シュミレーションの条件（映画館）

・あらかじめ定められた上映スケジュールに従い作品を上映

・表のように映画作品のパラメーターと属性を設定

・シュミレーションを行う時期は2007年6月30日~8月31日

映画作品のパラメーター設定

映画作品の属性

引用：Journal of the Japan Society for Management Information
Vol. 19 No. 2, September 2010, pp.108,109
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シュミレーションの条件（収入）

・チケット収入と売店収入との和で考える。

・チケットは通常1800円、サービスデー1000円とする。

・アンケート結果をもとに購入希望商品をそれぞれの

エージェントに設定し、鑑賞の際は必ず購入することとする。

・ソフトドリンク300円、アルコール400円、軽食400円

パンフレット600円、グッズ1000円とする。

・シュミレーション対象の映画館の付近にある競合映画館のうち

80%が水曜日、20%が月曜日をサービスデーとしている。
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レディースデーの分析（動員数）

・レディースデーを行わない場合

を基準として図示

・動員数が多いのは土、日曜日

7.5%程度の上昇

→アンケート結果より

土、日曜日が休日の人が多く、

休日に映画を見る人が多い

→割引によって今まで

映画館に行っていなかった

人が行くようになった

参考文献：Journal of the Japan Society for Management 
Information Vol. 19 No. 2, September 2010, pp.105,115をもとに加筆

レディースデーの曜日による1週間
当たり平均動員数と収入

休日はいつですか
という質問の回答
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レディースデーの分析（動員数）

・月、水曜日も動員数の増加が

大きい 6%程度の上昇

→競合映画館がサービスデーを

実施していた日であり、割引

をすることで行く映画館を

変更したため

→会員をもとにモデル化して

いるため非会員を含めると

効果が減少する可能性はある

参考文献：Journal of the Japan Society for Management 
Information Vol. 19 No. 2, September 2010, pp.115をもとに加筆

レディースデーの曜日による1週間
当たり平均動員数と収入
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レディースデーの分析（収入）

・動員数が多い土、日曜日より

月、水曜日のほうが収入が

大きい 7.5%程度上昇

→レディースデーがなくでも

土、日曜日は動員数が多い

→レディースデーにしたことに

よる一人当たりのチケット

収入減少効果が大きくなる

参考文献：Journal of the Japan Society for Management 
Information Vol. 19 No. 2, September 2010, pp.115をもとに加筆

レディースデーの曜日による1週間
当たり平均動員数と収入
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シュミレーションまとめ

・アンケート結果をもとに、レディースデーによる観客動員数と

収入をシュミレーション

・観客動員数は土、日曜日と比べて、月、水曜日のほうが小さい

が、割引を行うことで動員数は増加している

・収入は月、水曜日のほうが大きくなっている

→レディースデーを月、水曜日に行うことで、収益が増加する

→映画館がレディースデーをおこなっていたことは妥当
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一週間における映画館の動員傾向（2014年）

大手シネコン劇場の時間帯、曜日別の観客数および稼働率 • 日曜日の12－13時に客席占有率
が特に高くなる

• 水曜日（レディースデー有）では、
12－13時・夕方で客入りが多い

• 金曜日では夕方に多くなる

• 金曜日と水曜日での動員数を比較
すると約1.5倍差がある

出典：伊藤・佐藤（2014）「日本の映画料金に関する調査分析ｰ映画館関係者へのインタビューと地方でのユーザーアンケート」
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映画館での映画鑑賞の傾向（2016年）

• 男女とも20－24歳の数値が
高い

• どの年齢層でも女性の方が
多くなっている

• 40代女性の数値が一番高い

※総務省統計局（2016年）
「社会生活基本調査 平成28年社会生活基本調査 調査票Ａに基づく結果 生活行動に関する結果 生活行動編（全国） 趣味・娯楽」
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映画館における女性客とは

•レディースデーを導入した平日は、していない平日と比較して
動員数が多くなる

•映画館での映画鑑賞を行う女性は男性より多い

⇒女性は、映画館において重要な顧客であると

考えられる
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映画館大手各社の
料金比較

２０２５年現在
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ユナイテッドシネマ

通常料金

一般： ￥2000

大学生：￥1500

各種割引料金

水曜サービスデー：￥1300

ファーストデー：￥1300
（毎月1日）
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※画像：https://www.unitedcinemas.jp/sp/matsudo/about-theater.html



TOHOシネマズ
通常料金

一般： ￥2000

大学生：￥1500

各種割引料金

TOHOウェンズデイ：￥1300

ファーストデイ：￥1300
（毎月1日）
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※画像：https://www.tohocinemas.co.jp/theater/



109シネマズ
通常料金

一般： ￥2000

大学生：￥1500

各種割引料金

109シネマズデイ:￥1300

（毎週水曜日）

ファーストデイ：￥1300
（毎月1日）
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※画像：https://109cinemas.net/shonan/establishment.html



イオンシネマ
通常料金

一般： ￥1800

大学生：￥1500

各種割引料金

サンクスデー：￥1200

（毎週水曜日）

ハッピーファースト：￥1200

（毎月１日）

その他

映画の日（12月1日）：￥1000
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※画像：https://allmovie-info.com/aeoncinema/



大手各社
比較からの考察

大手各社の割引料金
•水曜日・毎月1日割引

（条件なし）での実施が多い

•割引料金に大きな差は見られない

•レディースデーを実施している企業
は見られない

映画館業界の

特徴が影響している？
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TOHOシネマズの試み

• 2011年1月 TOHOシネマズ

複雑になってしまった日本の映
画料金制度の見直しを図る

⇒18歳以上・3歳以上18歳未満のよ
うに料金を設定する

⇒入場者が減少し（約5％ほど）、
新制度は中止へ

⇒レディースデーは一定の効果を
持っていたことが判明
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2016年と2021年の比較
2021年・・・TOHOシネマズが7月14日からレディースデーの廃止

を行い、代わりにTOHOウェンズデーをスタート
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•学生の比率が高い

•末子が小学生の女性
で高くなる
⇒子どもと一緒に鑑賞
する場合が多くなる

※総務省統計局（2016年）
「社会生活基本調査 平成28年社会生

活基本調査 調査票Ａに基づく結果 生
活行動に関する結果 生活行動編（全
国） 趣味・娯楽」
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2016年と比較して
• 全体的に比率が減少
した

• 有業者と無業者で差
が大きくなった

⇒サブスクリプショ
ンなど映画館以外で
の鑑賞方法が普及し
たことが考えられる

※総務省統計局（2021年）

社会生活基本調査 令和3年社会生活基本調査 
調査票Ａに基づく結果 生活行動に関する結果 
生活行動編（全国） 趣味・娯楽

40



2016年と2021年の
映画館で映画鑑賞
をする人数の比較

2016年と比較して・・・
• 男女間で見られた差が
縮小した

• 40－44歳女性の数値が
特に大きく減少した

※総務省統計局（2016年）
「社会生活基本調査 平成28年社会生活基本調査 調査票Ａに基づく

結果 生活行動に関する結果 生活行動編（全国） 趣味・娯楽」

※総務省統計局（2021年）

「社会生活基本調査 令和3年社会生活基本調査 調査票Ａに基づく結果 
生活行動に関する結果 生活行動編（全国） 趣味・娯楽」
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減少した要因
共働き世帯数と専業主婦世帯数推移（妻が64歳以下の世帯）

• 専業主婦世帯は1995年をピークに減
少傾向が見られる

• 2016年と2021年にかけて専業主婦
世帯は約30％減少している

• 共働き世帯は上昇傾向

⇒結婚しても働く女性の増加が顕著に
見られる

※内閣府男女共同参画局（2025年）
「男女共同参画白書 令和7年版 全体版」より一部加筆
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減少した要因
妻の就業時間別共働き等世帯数の推移（妻が64歳以下の世帯）

• 妻がフルタイム労働の世帯は長期的
には横ばいだが近年（2014年～）
では、若干の上昇傾向

• 妻がパートタイム労働の世帯は上昇
傾向

⇒女性の労働時間の増加・柔軟化が
見られる

※内閣府男女共同参画局（2025年）
「男女共同参画白書 令和7年版 全体版」
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要因考察から

以上の考察から・・・

•結婚した後も働く女性の増加

•女性の労働時間の増加・柔軟化

女性の集客が見込める時間・曜日が一定でなくなる

⇒女性のみを対象とした割引サービスの効果が減少

⇒若年男性層の集客も見込める条件無しの割引導入
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広がるジェンダーレス
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ジェンダーレスの広まり

• SDGs : 貧困や飢餓から環境問題、
経済成長やジェンダーに至る広範な
課題を網羅した開発目標

• 2015年9月：国連サミットにて
MDGsの後継として採択

• 2016年12月22日：日本政府がSDGs
実施指針を決定
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日本でも広がる
”ジェンダーレス化”の流れ

・大手焼き肉チェーン牛角

期間限定で食べ放題の「女性半額キャン
ペーン」を行い、一部男性から批判殺到

→訴訟はされなかったが、一部から不満
の声が上がった。

性別を限定せずに「公平な機会」を重視
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レディースデー
の法的リスク

アメリカ

カルフォルニア州では、

「Unruh Civil Rights Act」：性別
による差別を禁止

1985年 男性客が「レディースデー
割引」を不当と提訴

⇒結果：勝訴となり、不当なものと
扱われた

→善意でも性別で差をつけること
自体が差別
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映画館でのレディースデーは、

・映画館での女性層の厚み

・価格弾力性が男性より高い
といった特徴から一定の効果があった

しかし・・・

49

結論

女性のライフスタイルの変化によって効果が低下し、

さらに世界的なジェンダーレスの広まりによって

条件のない割引サービスへと置き換わったと考えられる



意見
•レディースデーの導入は・・・ 

レディースデーは導入の有無によって映画館の収益に影響があ
ることが分かった。しかし、あえて性別によって割引サービス
を区別する必要は現在において見られない。さらにジェンダー
レスの意識が高まった現在においてレディースデーは、法的リ
スクや社会的リスクなど負の影響を持っていると考えられる。

50

反対
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